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1.  平成23年3月期第2四半期の連結業績（平成22年4月1日～平成22年9月30日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23年3月期第2四半期 28,884 9.1 2,002 18.7 2,013 16.6 1,076 13.5
22年3月期第2四半期 26,468 △3.4 1,687 △4.4 1,726 △9.3 948 △12.7

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

23年3月期第2四半期 7.51 ―
22年3月期第2四半期 6.62 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

23年3月期第2四半期 75,833 53,952 71.1 376.49
22年3月期 81,959 54,155 66.1 378.01

（参考） 自己資本   23年3月期第2四半期  53,952百万円 22年3月期  54,155百万円

2.  配当の状況 

（注）当四半期における配当予想の修正有無  無  
 

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

22年3月期 ― ― ― 5.00 5.00
23年3月期 ― ―
23年3月期 

（予想）
― 5.00 5.00

3.  平成23年3月期の連結業績予想（平成22年4月1日～平成23年3月31日） 
（％表示は、対前期増減率）

（注）当四半期における業績予想の修正有無  有   

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 60,000 2.7 2,480 △22.2 2,500 △20.4 1,360 △25.6 9.49



(1) 当四半期中における重要な子会社の異動  無  

（注）当四半期会計期間における連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動の有無となります。 

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用  有  
（注）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

（注）「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表
示方法等の変更の有無となります。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

（注）平成23年３月期第２四半期および平成22年３月期の「期末自己株式数」・「期中平均株式数（四半期累計）」には、日本マスタートラスト信託銀行
株式会社（従業員持株ＥＳＯＰ信託口）の所有する当社株式が含まれております。 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外です。この四半期決算短信の開示時点において、四半期財務諸表に対す
る四半期レビュー手続は終了しております。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報および合理的であると判断する一定の前提に基づいており、
実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。なお、業績予想に関する事項につきましては、【添付資料】３ページ「（３）連結業績予想
に関する定性的情報」をご覧ください。 

4.  その他 （詳細は、【添付資料】４ページ「２．その他の情報」をご覧ください。）

新規 ―社 （社名 ）、 除外 ―社 （社名 ）

① 会計基準等の改正に伴う変更 有
② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 23年3月期2Q 153,256,428株 22年3月期  153,256,428株
② 期末自己株式数 23年3月期2Q  9,953,164株 22年3月期  9,990,510株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 23年3月期2Q 143,303,203株 22年3月期2Q 143,272,170株
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１．当四半期の連結業績等に関する定性的情報 

（１）連結経営成績に関する定性的情報 

  当第２四半期連結累計期間（平成 22 年４月１日～平成 22 年９月 30 日）におけるわが国経済は、一部に

景気回復の兆しが見られましたが、設備投資や個人消費は低迷し、失業率も依然として高水準にあるなど、

厳しい状況のまま推移しました。 

  砂糖業界におきましては、景気の不透明感を背景に個人消費の低迷が続くなか、無糖・微糖等の低カロ

リー食品への嗜好の変化や安価な輸入加糖調製品の増加ならびに高甘味度甘味料等の代替甘味料の増加など

から砂糖消費量は減少傾向にあり、厳しい状況が続いております。 

  当第２四半期連結累計期間の売上高は前年同期比 9.1％増の 28,884 百万円となり、経常利益は前年同期

比16.6％増の2,013百万円、四半期純利益は前年同期比13.5％増の1,076百万円となりました。 

 

  セグメント別の概況は、次のとおりであります。 

なお、第１四半期連結会計期間より「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第 17

号 平成21年３月27日）を適用し、開示区分の変更を行ったため、セグメントごとの前年同期との増減率

は記載しておりません。 

 

 ＜砂糖事業＞ 

  海外砂糖相場は、期初19.97セント（ニューヨーク粗糖現物相場、ポンド当たり）で始まりましたが、ブ

ラジル、インドなどの主要生産国での生産回復予想による需給緩和の見込みから一時弱含みとなったものの、

ブラジルの滞船による輸出遅延、ロシアの干ばつやパキスタンの洪水による減産見込みなどを背景に堅調に

推移しました。その後、ブラジル主要産地の減産懸念による需給引き締まり観測を受け相場は高騰し、

32.51セントで当第２四半期連結累計期間を終えました。 

一方、国内砂糖市況は、期初 182 円～183 円（東京精糖上白現物相場、キログラム当たり）で始まりまし

たが、海外砂糖相場の下落を受けて、７月に 176 円～177 円に下落し、当第２四半期連結累計期間を終えま

した。 

ビート糖は、砂糖需要の減少を受けて白糖の販売量は減少しましたが、販売価格の上昇および原料糖の

販売量増加があり、売上高は前年同期を上回りました。 

精糖は、当初、海外砂糖相場の下落に伴う国内砂糖市況の先安観から荷動きは低調に推移しました。そ

の後、市況の下落に加え夏期の猛暑ならびに海外砂糖相場の高騰に伴う先高観から荷動きは活発となりまし

たが、前半の落ち込みの影響が大きく販売量は前年同期を下回りました。しかし、販売価格の上昇があり、

売上高は前年同期を上回りました。 

砂糖セグメントの売上高は22,394百万円となり、営業利益は2,337百万円となりました。 

 

 ＜食品事業＞ 

  イーストは、パン需要が落ち込む猛暑の中にあって、販売量、売上高ともほぼ前年同期並となりました。 

オリゴ糖等機能性食品は、ベタイン、スイートオリゴの販売が堅調に推移し、売上高は前年同期を上回

りました。 

食品セグメントの売上高は1,284百万円となり、102百万円の営業損失となりました。 

 

 ＜飼料事業＞ 

  配合飼料は、販売量はほぼ前年同期並となりましたが、原材料価格の下落を受け販売価格が低下し、売上

高は前年同期を下回りました。 

なお、日清丸紅飼料株式会社との合弁会社「とかち飼料株式会社」の工場設備は９月に竣工し、平成 23

年４月からの本格稼働に向け、順調に試験操業を続けております。 

ビートパルプの売上高は、前年同期を若干上回りました。 

飼料セグメントの売上高は2,854百万円となり、208百万円の営業損失となりました。 
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 ＜農業資材事業＞ 

  紙筒（移植栽培用育苗鉢）は、そ菜用は好調でしたが、ビート用の出荷時期がほとんど下半期となったこ

とから、販売量、売上高とも前年同期を下回りました。 

農業機材は、昨年９月に新設した子会社「サークル機工株式会社」の売上が加わり、売上高は前年同期

を上回りました。 

農業資材セグメントの売上高は942百万円となり、202百万円の営業損失となりました。 

 

 ＜不動産事業＞ 

  不動産事業におきましては、不動産市況低迷の影響を受け減益となりました。 

不動産セグメントの売上高は664百万円となり、営業利益は306百万円となりました。 

 

 ＜その他の事業＞ 

  その他の事業におきましては、売上高は前年同期を上回りましたが、貨物輸送等の採算が悪化したことも

あり、営業損失は拡大いたしました。 

その他のセグメントの売上高は743百万円となり、134百万円の営業損失となりました。 

 

（２）連結財政状態に関する定性的情報 

当第２四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末比 6,126 百万円減の 75,833 百万円で、この

うち流動資産は、主にたな卸資産の減少により前連結会計年度末比 5,237 百万円減の 39,870 百万円となり、

固定資産は、主に投資有価証券の時価の下落により前連結会計年度末比 889 百万円減の 35,962 百万円とな

りました。 

一方、負債の合計は、前連結会計年度末比 5,923 百万円減の 21,880 百万円で、このうち流動負債は、主

に短期借入金の減少により前連結会計年度末比 5,215 百万円減の 12,437 百万円となり、固定負債は、主に

繰延税金負債の減少により前連結会計年度末比708百万円減の9,442百万円となりました。 

純資産は、主にその他有価証券評価差額金の減少により、前連結会計年度末比 202 百万円減の 53,952 百

万円となりました。 

 

（３）連結業績予想に関する定性的情報 

  平成23年３月期の連結業績予想につきましては、平成22年産原料甜菜が、生育期における記録的な猛暑

と多雨の影響で、広範囲に水湿害が発生し、病害も多発したことから、低収量・低糖分が懸念される状況に

あり、砂糖生産量の大幅な減少と製造コストの上昇が見込まれるため、平成22年５月14日に公表いたしま

した連結業績予想を次のとおり修正いたします。 

 

  平成23年３月期 連結業績(通期)予想（平成22年４月１日～平成23年３月31日） 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり

当期純利益

 

前回発表予想（Ａ） 

百万円

60,700

百万円

2,970

百万円

3,050

百万円 

1,710 

円 銭

11.94

今回修正予想（Ｂ） 60,000 2,480 2,500 1,360 9.49

増 減 額（Ｂ－Ａ） △700 △490 △550 △350 ―

増 減 率 （ ％ ） △1.2 △16.5 △18.0 △20.5 ―

（ご参考）前期実績 

（平成22年３月期） 
58,424 3,188 3,141 1,827 12.76
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２．その他の情報 

（１）重要な子会社の異動の概要 

  該当事項はありません。 

 

（２）簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要 

 ⅰ．簡便な会計処理 

①一般債権の貸倒見積高の算定方法 

  当第２四半期連結会計期間末の貸倒実績率等が前連結会計年度末に算定したものと著しい変化がないと認

められるため、前連結会計年度末の貸倒実績率等を使用して貸倒見積高を算定しております。 

②棚卸資産の評価方法 

当第２四半期連結会計期間末の棚卸高の算出に関しては、実地棚卸を省略し、前連結会計年度末の実地

棚卸高を基礎として合理的な方法により算定する方法によっております。 

また、棚卸資産の簿価切下げに関しては、収益性の低下が明らかなものについてのみ正味売却価額を見

積り、簿価切下げを行う方法によっております。 

③固定資産の減価償却費の算定方法 

定率法を採用している資産については、連結会計年度に係る減価償却費の額を期間按分して算定する方

法によっております。 

 ④繰延税金資産及び繰延税金負債の算定方法 

繰延税金資産の回収可能性の判断に関しては、前連結会計年度末以降に経営環境等、かつ、一時差異等

の発生状況に著しい変化がないと認められるので、前連結会計年度において使用した将来の業績予測やタッ

クス・プランニングを利用する方法によっております。 

ⅱ．四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理 

①原価差異の繰延処理 

操業度等の季節的な変動に起因して発生した原価差異につきましては、原価計算期間末までにほぼ解消

が見込まれるため、当該原価差異を流動資産（その他）及び流動負債（その他）として繰延べております。 

②税金費用の計算 

当連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四

半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算する方法を採用しております。 

なお、法人税等調整額は、法人税等に含めて表示しております。 

 

（３）会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要 

 ①会計基準等の改正に伴う変更 

・「持分法に関する会計基準」及び「持分法適用関連会社の会計処理に関する当面の取扱い」の適用 

第１四半期連結会計期間より、「持分法に関する会計基準」（企業会計基準第 16 号 平成 20 年３月 10

日公表分）及び「持分法適用関連会社の会計処理に関する当面の取扱い」（実務対応報告第 24 号 平成

20年３月10日）を適用しております。 

これによる損益に与える影響はありません。 

・「資産除去債務に関する会計基準」等の適用 

第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第 18 号 平成 20 年 

３月 31 日）及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第 21 号 平成 20

年３月31日）を適用しております。 

これにより、当第２四半期連結累計期間の営業利益及び経常利益は、それぞれ0百万円、税金等調整前

四半期純利益は、6 百万円減少しております。また、当会計基準等の適用開始による資産除去債務の変動

額は、20百万円であります。 

 ②①以外の変更 

  該当事項はありません。 
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3. 四半期連結財務諸表 
(1) 四半期連結貸借対照表 

(単位：百万円)

当第２四半期連結会計期間末
(平成22年９月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 4,226 5,768

受取手形及び売掛金 7,919 7,947

有価証券 7,499 1,500

商品及び製品 9,001 23,484

仕掛品 438 1,206

原材料及び貯蔵品 3,724 2,704

その他 7,076 2,517

貸倒引当金 △16 △20

流動資産合計 39,870 45,108

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 11,695 11,960

その他（純額） 13,366 13,135

有形固定資産合計 25,062 25,095

無形固定資産 369 280

投資その他の資産   

投資有価証券 9,862 10,885

その他 675 593

貸倒引当金 △6 △4

投資その他の資産合計 10,531 11,475

固定資産合計 35,962 36,851

資産合計 75,833 81,959

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 1,451 969

短期借入金 2,358 9,567

未払法人税等 903 827

その他 7,724 6,289

流動負債合計 12,437 17,653

固定負債   

長期借入金 445 508

退職給付引当金 3,861 3,939

役員退職慰労引当金 6 18

その他 5,129 5,684

固定負債合計 9,442 10,150

負債合計 21,880 27,803
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(単位：百万円)

当第２四半期連結会計期間末
(平成22年９月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

純資産の部   

株主資本   

資本金 8,279 8,279

資本剰余金 8,405 8,407

利益剰余金 38,204 37,844

自己株式 △2,150 △2,161

株主資本合計 52,738 52,370

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 1,212 1,785

繰延ヘッジ損益 2 0

評価・換算差額等合計 1,214 1,785

純資産合計 53,952 54,155

負債純資産合計 75,833 81,959
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(2) 四半期連結損益計算書 
【第２四半期連結累計期間】 

(単位：百万円)

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年９月30日) 

売上高 26,468 28,884

売上原価 18,199 19,705

売上総利益 8,269 9,178

販売費及び一般管理費   

販売費 5,209 5,534

一般管理費 1,372 1,640

販売費及び一般管理費合計 6,582 7,175

営業利益 1,687 2,002

営業外収益   

受取利息 7 6

受取配当金 153 196

その他 33 22

営業外収益合計 195 226

営業外費用   

支払利息 81 73

固定資産処分損 － 89

持分法による投資損失 38 23

その他 36 28

営業外費用合計 156 215

経常利益 1,726 2,013

特別利益   

投資有価証券売却益 6 －

補助金収入 9 －

貸倒引当金戻入額 － 3

その他 － 0

特別利益合計 15 3

特別損失   

固定資産処分損 6 44

投資有価証券評価損 2 40

その他 － 13

特別損失合計 9 97

税金等調整前四半期純利益 1,732 1,919

法人税等 784 843

少数株主損益調整前四半期純利益 － 1,076

四半期純利益 948 1,076
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(3) 四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年９月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益 1,732 1,919

減価償却費 1,150 1,238

持分法による投資損益（△は益） 38 23

貸倒引当金の増減額（△は減少） 0 △3

退職給付引当金の増減額（△は減少） 1 △77

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 3 △12

受取利息及び受取配当金 △161 △203

支払利息 81 73

投資有価証券評価損益（△は益） 2 40

有価証券及び投資有価証券売却損益（△は益） △6 △0

有形固定資産売却損益（△は益） △0 △0

有形固定資産除却損 15 20

売上債権の増減額（△は増加） 119 27

たな卸資産の増減額（△は増加） 13,469 14,230

前払費用の増減額（△は増加） △119 △135

未収入金の増減額（△は増加） 408 144

その他の流動資産の増減額（△は増加） △5,049 △4,500

仕入債務の増減額（△は減少） 271 482

未払消費税等の増減額（△は減少） △27 △148

その他の流動負債の増減額（△は減少） 1,780 1,496

その他 △75 △36

小計 13,636 14,576

利息及び配当金の受取額 161 200

利息の支払額 △90 △88

保険金の受取額 2 0

法人税等の支払額 △166 △810

営業活動によるキャッシュ・フロー 13,542 13,878

投資活動によるキャッシュ・フロー   

定期預金の預入による支出 △100 △500

定期預金の払戻による収入 － 200

有価証券の取得による支出 － △4,000

投資有価証券の取得による支出 △262 △3

投資有価証券の売却及び償還による収入 7 0

有形固定資産の取得による支出 △1,937 △1,098

有形固定資産の売却による収入 1 17

事業譲受による支出 △294 －

預り保証金の返還による支出 △260 △261

その他 163 △94

投資活動によるキャッシュ・フロー △2,684 △5,740
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（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年９月30日) 

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入れによる収入 1,967 2,060

短期借入金の返済による支出 △7,260 △9,230

長期借入れによる収入 170 130

長期借入金の返済による支出 △257 △231

配当金の支払額 △1,136 △710

自己株式の取得による支出 △3 △21

自己株式の売却による収入 0 29

リース債務の返済による支出 △3 △6

財務活動によるキャッシュ・フロー △6,522 △7,979

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 4,336 157

現金及び現金同等物の期首残高 5,323 7,268

現金及び現金同等物の四半期末残高 9,659 7,425
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（４）継続企業の前提に関する注記 

該当事項はありません。 

 

（５）セグメント情報 

【事業の種類別セグメント情報】 

 

前第２四半期連結累計期間（自 平成21年４月１日 至 平成21年９月30日）  

 
砂糖事業 

(百万円) 

その他 

食品事業

(百万円)

農畜産 

事業 

(百万円)

不動産

事業 

(百万円)

その他の

事業 

(百万円)

計 

(百万円) 

消去 

又は全社

(百万円)

連結 

(百万円)

売上高         

(1)外部顧客に 

対する売上高 
19,911 1,204 4,052 649 650 26,468 ─ 26,468

(2)セグメント間の内部 

売上高又は振替高 
0 13 0 38 1,507 1,560 (1,560) ―

 計 19,911 1,218 4,052 687 2,158 28,029 (1,560) 26,468

営業利益又は 

営業損失（△） 
1,261 21 63 395 △32 1,709 (22) 1,687

（注）１ 事業区分は製品の種類・性質及び販売市場等の類似性を考慮して区分しております。 

２ 各事業区分に属する主要な内容 

砂糖事業………ビート糖、精糖、ビート糖蜜、精糖蜜、ポケットシュガー等 

その他食品事業……イースト、ラフィノース、ベタイン、ＤＦＡⅢ等 

農畜産事業……ビートパルプ、配合飼料、紙筒、種子、調整泥炭、農業機材等 

不動産事業……不動産賃貸等 

その他の事業…貨物運送、石油類販売、スポーツ施設・書店営業等 

 

 

【所在地別セグメント情報】 

前第２四半期連結累計期間（自 平成21年４月１日 至 平成21年９月30日） 

在外子会社及び重要な在外支店がないため、該当事項はありません。 

 

 

【海外売上高】 

前第２四半期連結累計期間（自 平成21年４月１日 至 平成21年９月30日） 

海外売上高が連結売上高の10％未満のため記載を省略しております。 
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【セグメント情報】 

（追加情報） 

 第１四半期連結会計期間より、「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第 17 号 平

成 21 年３月 27 日）及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針

第20号 平成20年３月21日）を適用しております。 
 

①報告セグメントの概要 

  当社グループの報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締

役会が、経営資源の配分の決定及び実績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているもの

であります。 

当社グループは、製品・サービス別に事業単位が分かれており、各事業単位は取り扱う製品サービスに

ついて包括的な戦略を立案し、事業活動を展開しております。 

従って当社グループは製品・サービス別の事業セグメントから構成されており、「砂糖事業」、「食品事

業」、「飼料事業」、「農業資材事業」、「不動産事業」を報告セグメントとしております。 

「砂糖事業」はビート糖、精糖及び糖蜜等の製造販売、「食品事業」はイースト、機能性食品等の製造

販売、「飼料事業」は飼料の製造販売、「農業資材事業」は農業用機械及び資材の製造販売、「不動産事

業」は商業施設等の賃貸を行っております。 

なお、「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、貨物運送、石油類の販

売及びスポーツ施設・書店の営業等を含んでおります。 

 

②報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

当第２四半期連結累計期間（自 平成22年４月１日 至 平成22年９月30日）  

（単位：百万円） 

報告セグメント 

 
砂糖 食品 飼料 農業資材 不動産 計 

その他 合計額 

売上高         

(1)外部顧客に 

対する売上高 
22,394 1,284 2,854 942 664 28,140 743 28,884

(2)セグメント間の内部

売上高又は振替高 
0 13 ― ― 38 52 1,390 1,443

 計 22,394 1,297 2,854 942 703 28,193 2,133 30,327

セグメント利益 

又は損失（△） 
2,337 △102 △208 △202 306 2,131 △134 1,997

 

③報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び該当差額の主

な内容（差異調整に関する事項） 

（単位：百万円） 

利益 金額 

報告セグメント計 2,131 

「その他」の区分の損失（△） △134 

セグメント間取引消去 4 

その他の調整額 1 

四半期連結損益計算書の営業利益 2,002 

 

（６）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記 

該当事項はありません。 
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